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特別助成金活動報告書（助成第３号様式） 

吉田学術教育振興会 

令和７年度 特別助成金活動報告書 

 報告日 令和７年１０月２０日 

公益財団法人 吉田学術教育振興会 

理事長 山倉 修一 殿 

 

 
助成事業の 

名 称 表彰にかかる展示ケース設置 

 

報告者 

福岡県立朝倉光陽高等学校 

教頭 井上淳子 

（連絡先 TEL： ０９４６－６２－１４１７    ） 

対象者 

(参加人数)                全校生徒（２９５名）                 

 
日程と活動状況 

本校では近年、部活動や農業クラブの様々な競技会などにおいて、始業

前や放課後に積極的に練習に取り組み、活性化している現状にある。ま

た、その成果として優秀な成績を収め県大会や全国大会に出場することが

増えてきた。 

 学校として団体表彰された賞状やトロフィーなどをより多くの生徒や来

校者の目に触れる機会として、事務室前に展示ケースを設置し、賞状やト

ロフィー等を展示した。 

生徒にとっては、表彰式で表彰されたトロフィー等を直接見る機会がな

かったが、玄関のドア越しや事務室に立ち寄った際に見ることができるよ

うになった。 

 

申請当初の 

目的達成状況 

 本校では、これまでに表彰される活動が少なかったが、この数年におい

ては様々な支援により徐々に良い成績を収めることが増えてきていた。そ

の成果を学校で共有する機会として、各学期終業式に行われる表彰伝達式

で、ステージ上で該当生徒が受け取っている。そのため、その他の生徒が

トロフィーなどを近くで見たり触れたりすることができなかった。 

 

教育的または社会

的活用の効果につ

いて所見等 

表彰を受けた部活動等の生徒は、展示されているのを見て、今後の活動

においてさらに成果を収め、展示物を増やすことができるように頑張りた

いと話しており、活動する目的や意欲の向上のための励みになっている。 

 また、求人等で来校される企業の方等の目に触れることもあり、本校の

活動の成果としてＰＲすることができている。 
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 活動状況の写真等（当日の様子など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動見通し・課題 

 展示ケースに並べるものがまだ少ない。今後、部活動や農業クラブ等の活動がさらに活性化し、良い成

績を収める機会が増えると、多くの賞状やトロフィー等が並び、本校の活動の成果が見える形で刻まれる

ことが期待される。 
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助 成 金 の 会 計 報 告 

 

 

経費区分 

 

合計金額(円) 

支出額（円）  

内   訳 助成利用額 自己負担額 

 

謝金 

 

 

 

 

 

 

 

 

旅費 

交通費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議費 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信 

運搬費 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷 

製本費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賃金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消耗品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

 

 

348,260 

 

330,000 

 

18,260 

 

展示ケース 

 

合 計 

 

 

348,260 

 

330,000 

 

18,260 

 

＊主催者の飲食代は助成の対象外と致します。 

＊助成金の使途については、原則として領収書（写し）の添付を必要とします。 

＊経費区分の科目に該当するものがなければ、変更して頂いて結構です。 

 




